
	第Ⅴ－②分科会


温暖化防止とクリーンエネルギー

	座　　　　長
	松　下　　　渉
	（自治研中央推進委員・静岡県本部）

	副　 座 　長
	吉　田　竹　彦
	（自治研中央推進委員・公営企業評議会）

	記　　　　録
	池　上　　　剛
	（自治研中央推進委員・岡山県本部）

	企画・運営他
	砂　田　登代嗣
	（自治研中央推進委員・富山県本部）

	
	首　藤　清　英
	（自治研中央推進委員・中央本部公営企業局長）

	
	井手口　勝　哉
	（自治研中央推進委員・中央本部公営企業局臨時中執）


17日(金)13：00～17：00　全日空ホテル　祥雲

	13：00～13：05
	開会あいさつ

	13：05～13：50
	問題提起「わたしのまちのＣＯ２チェック～地域で温暖化対策に取り組むために～」

	
	　　　　　　　　　　増原　直樹（環境自治体会議環境政策研究所研究員）

	13：50～14：05
	事例報告「北海道議会『温暖化防止条例』に関する民主党議員提案」

	
	　　　　　　　　　　星野　高志（北海道議会議員）

	14：05～14：30
	フロアー討議

	14：30～14：40
	休　憩

	14：40～16：55
	レポート発表とフロアー討議


	
	　①　要請レポート：「地域再生の特効薬『エネルギーの地産地消』」

	
	　　　　　　　　　　北海道本部／別海町職員組合

	
	　②　要請レポート：「北広島町のエコプロジェクト」

	
	　　　　　　　　　　広島県本部／北広島町職員労働組合　沼田　真路

	
	　③　自主レポート：「地球温暖化対策に原発は有効か？

　　　　　　　　　　～『原発はクリーンエネルギー』というまやかし～」

	
	　　　　　　　　　　岡山県本部／脱原発専門委員会・委員長　平岡　正宏

	
	　　　　　　助言者：増原　直樹（環境自治体会議環境政策研究所研究員）

	
	　　　　　　　　　　須田　春海（市民運動全国センター世話人代表）

	16：55～17：00
	まとめと休会


18日(土) 9：00～12：00　札幌市内フィールドワーク

	 9：00
	自治労会館前に集合

	 9：00～ 9：30
	移動

	 9：30～11：30
	精進川視察（地元の町内会の活動など解説）、札幌市さけ科学館を視察

	11：30～12：00
	移動

	12：00
	札幌駅で解散


第Ⅴ－②分科会：温暖化防止とクリーンエネルギー

	テーマ
	温暖化防止（温室ガス排出削減）への取り組みの現状と課題

クリーンエネルギーへの挑戦の現状と課題

	特徴的な情勢
	　７月に北海道洞爺湖サミットが開催され、地球温暖化対策が全世界的な課題であることが確認された。また、京都議定書の発効により、地域においても温暖化防止策（温室ガス排出削減）が最重要課題となる。このためクリーンエネルギーへの転換が求められている。

	主要論点と実践課題

（討論の柱）
	　温室ガス排出削減対の現状と課題

　バイオマスなどクリーンエネルギーへの挑戦の現状と課題、その可能性

	フィールドワーク
	集会３日目（18日）の午前中に、札幌市内でフィールドワークを行う。

行き先：札幌市内の川など

時　間：９：00～12：00

参加費：2,000円（交通費、視察先入場料を含む）
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